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    １．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
工場で自動的に組み立てたトラス鉄筋を埋め込んだ PC 板を用いるハーフプレハブ合成床版（以下，トラ

ス鉄筋 HPCS床版）は，トラス鉄筋により PC板と後打ちコンクリートの一体性が高く，優れた耐久性を有
することが輪荷重載荷試験により確認されている１）．また，筆者らが行った架設系や完成系はりの静的曲げ

試験の結果，トラス鉄筋は，架設系では曲げ剛性に寄与し，完成系ではせん断抵抗部材として機能すること

が確認された２）．しかしながら，橋梁の床版においては，押抜きせん断耐力が床版を設計する上での重要な

要素となる場合が多い．そこで，本研究では，

トラス鉄筋 HPCS 床版の押抜きせん断耐力に
対するトラス鉄筋の構造的機能を明らかにする

ため，版供試体による押抜きせん断試験を実施

し検討を行った． 
２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要    
図－１に供試体の構造図を示す．供試体は

PC板厚 75mm，後打ち床版厚 105mm，床版全
厚 180mm，縦横 2.00mの正方形の合成版であ
る．供試体は表－１に示す４タイプを各１体製

作した．供試体はトラス鉄筋の配置間隔を

150mm，300mm，トラス鉄筋無しの３種類と
し，配置間隔 300mmの供試体については，載
荷点をトラス鉄筋直上とトラス鉄筋中間で比較

するため，トラス鉄筋の配置を変えた２種類を

製作した．載荷は図－１に示すように，支間

1.75m の４辺単純支持で版中央に 300mm×
120mm の載荷版を介して１点集中載荷させた．

載荷にあたっては，たわみ，コンクリートおよ

び鉄筋のひずみ，ひび割れの発生およびその進

展状況を

測定した． 
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タイプタイプタイプタイプ トラス鉄筋の配置トラス鉄筋の配置トラス鉄筋の配置トラス鉄筋の配置 荷重載荷位置荷重載荷位置荷重載荷位置荷重載荷位置

D-15D-15D-15D-15 150mmピッチ150mmピッチ150mmピッチ150mmピッチ トラス鉄筋上トラス鉄筋上トラス鉄筋上トラス鉄筋上

D-30aD-30aD-30aD-30a トラス鉄筋上トラス鉄筋上トラス鉄筋上トラス鉄筋上

D-30bD-30bD-30bD-30b トラス鉄筋間トラス鉄筋間トラス鉄筋間トラス鉄筋間

D-ND-ND-ND-N トラス鉄筋無しトラス鉄筋無しトラス鉄筋無しトラス鉄筋無し 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

300mmピッチ300mmピッチ300mmピッチ300mmピッチ

表－１ 供試体のタイプ 

 

図－１ 供試体構造図 
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３．実験結果と考察３．実験結果と考察３．実験結果と考察３．実験結果と考察    
 表－２に押抜きせん断試験の結果を示す．いずれの供試体においても静的押抜きせん断耐力は大きく，そ

の中でも D-N，D-30a，D-30b，D-15 の順に増加し，D-15 は D-N より 15％程度大きくなっている．このことよ

り，トラス鉄筋の有無や量が破壊荷重に影響することが認められる．また，押抜きせん断耐力式(松井式)３）

により算出した計算値と実験値の比はいずれの供試体とも１程度であったが，トラス鉄筋を多く配置した供

試体ほどその比は大きくなった． 

図－２に供試体下面のひび割れ図を示す．いずれの供試体とも主鉄筋方向の曲げひび割れが先行し，次に

配力鉄筋方向の曲げひび割れが発生し，最終的に押抜きせん断破壊した．また，D-15 では下面に押抜きによ

る剥離が確認できなかったが，他の供試体には下面に剥離が見られ，特に D-N の剥離が大きかった． 図－

３に供試体切断面のひび割れ図を示す．図より,

断面についてもトラス鉄筋の押抜きせん断ひび割

れに対する効果が見られ，また，トラス鉄筋のず

れ止め（定着）効果により，PC板と後打ちコンク

リートの打継ぎ面又は引張鋼材に沿って生じる水

平ひび割れを抑制する効果も確認できた．図－４

に載荷点直下の荷重－たわみ曲線を示す．図より，

曲げ剛性に対するトラス鉄筋の有無や量の影響は見られなかっ

た．ただし，トラス鉄筋を多く配置した供試体ほど最大荷重後

の粘りがある結果が確認された． 
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図－２ 床版下面のひび割れ
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図－３ 切断面のひび割れ図
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表－２ 実験結果 

実験値実験値実験値実験値 計算値計算値計算値計算値

D-15D-15D-15D-15 37.037.037.037.0 664.2 (1.17)664.2 (1.17)664.2 (1.17)664.2 (1.17) 620.4620.4620.4620.4 1.0711.0711.0711.071 押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊

D-30aD-30aD-30aD-30a 37.037.037.037.0 594.1 (1.04)594.1 (1.04)594.1 (1.04)594.1 (1.04) 620.4620.4620.4620.4 0.9580.9580.9580.958 押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊

D-30bD-30bD-30bD-30b 45.745.745.745.7 619.8 (1.09)619.8 (1.09)619.8 (1.09)619.8 (1.09) 677.4677.4677.4677.4 0.9150.9150.9150.915 押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊

D-ND-ND-ND-N 45.745.745.745.7 569.4 (1.00)569.4 (1.00)569.4 (1.00)569.4 (1.00) 677.4677.4677.4677.4 0.8410.8410.8410.841 押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊押し抜きせん断破壊

タイプタイプタイプタイプ 破壊パターン破壊パターン破壊パターン破壊パターン
破壊荷重(kN)破壊荷重(kN)破壊荷重(kN)破壊荷重(kN)

実験値実験値実験値実験値
計算値計算値計算値計算値

後打ちｺﾝｸﾘｰ後打ちｺﾝｸﾘｰ後打ちｺﾝｸﾘｰ後打ちｺﾝｸﾘｰ
ﾄの圧縮強度ﾄの圧縮強度ﾄの圧縮強度ﾄの圧縮強度

(N/mm(N/mm(N/mm(N/mm2222))))
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